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事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書 ヴ

大阪府高線市幸町 1番 1号

特定事栗者 の

主た る業種 電気機械器具製造業

該当する事業
者要件

レ

　

Ｆ

　

Ｆ

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1'該 当事業者 (大規模エネタレギー使用事業者 (原油に換算して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖十ヒ対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トランクスはパス100台以上/タ クシー150台

資爺落範壕霜霞|[ギ盟愛税施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算して3,000ト

ン以上))                    _

計 画 期 間 拘我  18 年 4 月 ～  平 成   20 年 3 月

基 本 方 針

生産機器、空調設備等に使帰する電力、ガス等のエネルギーの削減及び効率的な使用に取 り組む。

推 進 体 制

省エネルギー委員会 (委員長 :河村者治)の 設置と実施計画の策定、月例の進捗管理システムの構築

具
細

置中中韓
年
体
及

年度 設備 、対象  工 程等 措 置 内 容

18～ 19
・ヽ
タタライト、 キセノン 週算歩留まりを年1%以 上向上し 生 産機器の電力を年間 1%削 減する

1 9～如 BLスト広十機の廃止 工程改善によるス トレーナー格の廃■によるエネルギーの削減

■生産ラインのスt―トアタフ 9ラ イン平均 10%の スピー トアクプによるエネルギー使用効率の改善

空気圧縮機の台数44御 台数システムの導入により空気圧縮機電力の 3%を 削減する。

19-20 電カモニター 電カモニターの活用により電カロスの削減をはかる。

ス
タ青却咋

温
の 〕:出区分

基 準 午 慶 【実 槙 リ

( 1 7 )年度
(二震化決兼換姿 ( )ヽ〉

日凛 牛 震 (計 回 ナ

( 1 9 )年度
く二酸化炭幕換算 くt)〉

噂調
∽

敢官年度 (実積 ,

(18)年 度
〔二磁化炭来姿算 (t)) 咋鯛のA事 業所等リト出区分 14,91l    t 14,563     t -23 % 15,557               t 43 %

B輸 送車両排出区分 t t % t %

cそ の他排出区分 t t % t
t16

排出合計 1     14,91l     t ・つ   14,503   t -23 % Ⅲ             15,557            t 43 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 報告年度

取縄宜等 〔工酸化炭素換算 (t 及組鑑等 〔二酸化炭素張算 〈t

森林の保全及び整備 (整備面積| ―   ha (吸収量) (整備面積| ―  ha 〈吸収量) t

目産の木材の利用 〔利用曇) (肖J濠量) ―
  t 〔利用a) (削減量) t

自然エネルギーを利用 した

電力又は熱の供給

(克電量) 一    kHl (制滋基) ―
  t (売電曇〉 ―    Xvh (削減曇) ―

  t

(熱供結逮 ―   CJ (肖J済曇) ―
  t (熱供給 量| 一  CJ (肖J法量) t

グリーン電力の購入 (購入投) ―  kvh (削残量〉 ―
  t (購入景) ―  kvh (削減景〉 ―

  t

削減量等合計 t 1

差引排出量

(」:出合計―創汲守合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 肖J滅率 (計画〉 報告年度 (実績) 占1滋暮 (実想 〉

x     14,91l     t て“)(●0  14,S63  t -2 3  9る ●4)て“'            15,557           t 43 %

特 記 事 コ
また、2003年にはグリー してV まヽ汽

8景を岳言岳手密魯替岩賢轡岳浜け;じ'景雷橿揚受櫓宮器受者魯?替皆倉湧焦言科轡童脅雷讐畳岳患併5ぢ〔骨暑8予をと岳を皆畳暑暑
成2年度比で5159%と なつています。
更なるエネルギーの使用の合弾イヒを推進していきます。

連  絡  先 担 当 部 暑

担 当 者 氏 名

住 所

電 諸 番 号

ファクシ ミブ番号

と 1該 当する□には レ 印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はレ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は計画獅FJ3の価年度を f目 標年度Jと ri計画期間の最終年度を 「報告午慶Jと は言1画期間のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。
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